



The Philosophy of Symbiosis in “Bayside Shakedown (Odoru Dai Sousasen)”










The purpose of this paper is to consider the philosophy of symbiosis which can be abstructed 
as philosophical cannotation from a “Bayside Shakedown(Odoru daisousasen)”, a Japanese 
Detective drama series, which has got great popularity in  21st century Japanese society, 
and to investigate its social background. The thought of symbiosis, which is the style of ‘For 
Somebody’ and ‘With Somebody’, was drawn as principle of Syunsaku Aoshima’s behavior of 
the hero in this drama. This Aoshima’s principle of behavior is the new guideline of lifestyle 
for the Japanese person in the late 90’s of the post-bubble-economy collapse. And this Aoshima’s 
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　「踊る大捜査線」は、まずフジテレビ系列の連続ドラマとして 1997 年 1 月 7 日に火曜 21 時～
21 時 54 分の枠でスタートし、3月 18 日までの 11 回が放送された 1。本稿では、これを「テレビ
シリーズ」と呼んでおく。この「テレビシリーズ」は、平均視聴率は 18.2％と爆発的な人気が出
たわけではないが、最終回で 23.1％の最高視聴率を記録した。この後、当時普及しつつあったイ
ンターネットを利用した熱心なファン同士のつながりや PRが功を奏し、97 ～ 98 年にかけて三
つのテレビスペシャルを経て 98 年に『踊る大捜査線　THE MOVIE』（以下『MOVIE 1』とし
て劇場映画化された。その後、2003 年に劇場映画『踊る大捜査線　THE MOVIE 2　レインボー
ブリッジを閉鎖せよ！』（以下『MOVIE 2』、2010 年に『踊る大捜査線　THE MOVIE 3　やつ
らを解放せよ！』（以下『MOVIE 3』） が作られた。このうち『MOVIE 2』は、興行収入 173.5
億円と日本実写映画歴代興行収入 1 位、観客動員数 1250 万人を記録し、この記録は 2015 年 8
月 1 日現在未だに破られていない 2。そして、2012 年 9 月に最後の「テレビスペシャル」である『踊


































を演ずる俳優織田裕二の実年齢と同じ年齢の昭和 42 年生まれに設定されており、平成 9年 1 月








































































































































































































































































































































































　　　同　　　　『踊る大捜査線　THE MOVIE シナリオ・ガイドブック』キネマ旬報社・1999 年
　　　同　　　　『踊る大捜査線　THE MOVIE 2 レインボーブリッジを封鎖せよ！ シナリオ・ガイドブック』
キネマ旬報社・2003年




　　　同　　　　『踊る大捜査線　THE MOVIE 3　やつらを解放せよ！ PERFECT BOOK』ぴあ・2010年
　　　同　　　　『踊る大捜査線　THE FINAL　新たなる希望 COMPLETE BOOK』ぴあ・2012年
関本浩矢　　　　「日本企業における成果主義導入・定着に関する一考察」『商大論集』第 57巻第 1号・兵庫県
立大学・2005年・pp. 113-132.
椎尾辨匡　　　　『共生の基調』初版 1929年（再版 1930年）（『椎尾辨匡選集』第 9巻・椎尾辨匡選集刊行会・
山喜房仏書林・1971年）
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ロジャーズ , カール・R (畠瀬直子訳 )『人間尊重の心理学 -ゎが人生と思想を語る -』創元社・2007年（新版）
映像資料
『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』フジテレビ・2005年
『踊る大捜査線　THE MOVIE 3　やつらを解放せよ！ DVD　カエル急便おまとめパック』フジテレビ・2011年




『ひとつ屋根の下 2』（VHS）（第 1巻～第 4巻）フジテレビ・1998年
『容疑者　室井慎次　DVD　プレミアムエディション』フジテレビ・2006年
注
1 この「テレビシリーズ」については、ぴあ編『踊る大捜査線 THE MAGZINE』ぴあ・1998年や法輪智恵　編『踊
る大捜査線研究ファイル』フジテレビ出版・1998年、及び君塚良一脚本『踊る大捜査線　湾岸警察署事件簿』
キネマ旬報社・1998年を参照｡
2 映画作品全体では、第 7位である。「映画大好き！ CINEMAランキング通信　歴代興収ベスト 100」興業通



























13 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 1巻（君塚良一前掲書 p.53）。
14 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 6巻（君塚良一前掲書 p.287）。
15 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 2巻（君塚良一前掲書 p.100）。
16 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 2巻（君塚良一前掲書 p.100）。
17 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 3巻（君塚良一前掲書 p.117）。
18 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 3巻（君塚良一前掲書 p.123）。
19 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 3巻（君塚良一前掲書 p.123）。
20 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 5巻（君塚良一前掲書 p.238）。
21 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 7巻（君塚良一前掲書 p.345）。





24 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 9巻（君塚良一前掲書 p.407）。
25 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 9巻（君塚良一前掲書 p.407）。
26 『踊る大捜査線　THE COMPLETE DVD BOX』第 10巻（『踊る大捜査線　THE MOVIE シナリオ・ガイドブッ
ク』キネマ旬報社・1999 年・p.112）
27 『踊る大捜査線　THE COMPLEET DVD BOX』第 10巻（前掲『踊る大捜査線　THE MOVIE シナリオ・ガイ
ドブック』p.113）
28 このドラマは月曜 21:00～ 21:54のいわゆる「月 9」枠で、1991年 7月 1日から 9月 16日まで全 12話で放
送された｡ 内容については、『101回目のプロポーズ　DVD-BOX』フジテレビ・2001年参照｡
29 このドラマは、パート 1が 1993年 4月 12日から 6月 28日まで、パート 2が 1997年 4月 14日から 6月 30
日まで、どちらも全 12話、「月 9」枠で放送された｡ 内容については、『ひとつ屋根の下 2』（VHS）（第１巻
～第 4巻）フジテレビ・1998年
30 椎尾辨匡の共生思想に関しては、神谷正義「椎尾辨匡師と共生思想」『印度学仏教学研究』第 49巻第 1号・
2000年がこれまでの研究や論点を整理している。








33 この「共生会」という法人の活動は、残念ながら平成 7年に中止された。（河波前掲論文 p.119）
34 浄土宗では、単に今のこの世に生きているいきものだけでなく過去や未来へとつながっている “いのち ” と
の「共生」という形で、「共生」思想を深化させている。たとえば、「「きょうせい」と「ともいき」」「浄土宗ホー
ムページ」http://jodo.or.jp/information/tomoiki/kyoseitomoiki.htmlを参照（2015年 9月 2日確認）。
35 たとえば、村上真瑞「法然上人における諸行と共生」『法然仏教とその可能性』法蔵館・2012年や、神谷正
義「法然教学と共生」『法然仏教の諸相―藤本淨彦先生古希祈念論文集―』法蔵館・2014年があげられる。
